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・この記事で取り上げたソースコードおよ
びサンプルプログラムは、付録CD-ROM
の¥DOTNET¥YAWAディレクトリに収
録しています。

¥GATE：サンプルアプリケーション
¥GATE_CONSOLE：コンソール版
¥GATE_GUI：GUI版
¥GATE_GUI_VB：
VB.NETによるGUI版

¥GATE_MODEL：
ModelとViewを分離

¥GATE_MODEL_TEST：
NUnitを使ったModelサンプル
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.NET FrameworkのおかげでGUI

アプリケーションの構築がとっても

楽になりました。MFC＆C++によ

るGUIアプリケーション開発環境

としてのVisual Studioは「いった

いこれのドコがVisualなわけ？」と

叫びたくなるほどにアプリケーショ

ンの“見てくれ”作りに苦労しま

す。いや、苦労というと語弊があり

ますか……。面倒なんですよね。テ

キストボックス貼り付けてそいつの

フォントや色を変えたいとなれば、

ちまちまとコードを書くしかありま

せんし、期待通りの見てくれがで

きたのかは実行してみないと画面

に現われません。対して.NET Fra

meworkが提供するFormsクラス群

とVisual Studio .NETの連携プレイ

で見てくれの変更のほとんどがプ

ロパティの設定だけで済んでしま

いますからホントに楽です。これは

GUIアプリケーションをバリバリ書

きまくるプログラマにはもちろんの

こと、僕のようなGUIよりは内部

のロジックをこねくり回すプログラ

マにも大きなメリットがあります。

ロジックを組み立てる過程ではと

きとして簡単なUIをこしらえてお

試しにちょいちょいと動かしてみた

くなることがあります。そんなとき

にさほどのコードを書かずにサクサ

クGUIが構築できれば、それだけロ

ジックに専念できるわけですから

ね。GUIの苦手な僕には誠に有難い。

オブジェクト指向の教材として、

少し前に簡単なコードをC++/Java

で書きました。お題は“ゲート”で

す。近所の大きな病院の駐車場に

あるもので、見舞い客の車がこの

ゲートを通過します。病院の受付

の横にコインの自動販売機があっ
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て、見舞い客はこのコインを買い、駐車場を出るときに

このコインをスロットに投入すればゲートが開き、車が

通過するとゲートが閉じるからくりになっています（実

際にはもっと複雑なのでしょうが）。ゲートには2つの状

態（state：ステート）、

・Open：開いている

・Close：閉じている

があり、ゲートに対して発生する事象（event：イベン

ト）は、

・Coin：コインが投入される

・Pass：車が通過する

があります。ゲートの動きはこの状態と事象の組み合わ

せで表現できます。ある状態（s）において事象（e）が

発生したとき、状態と事象の組み合わせに対応した動作

（action）を行なって新たな状態に遷移します（図1）。

これを素直にコードに落とせば二重のswitch文になる

でしょう。状態／事象の組み合わせで定まる（2×2＝4

種の）挙動では動作と次の状態を定めることになります。

実装してみましょうか。Visual Studio .NETを立ち上げ、

C#でWindowsアプリケーションプロジェクト「gate」を

作成します。生成された雛形フォームに状態を表示する

TextBox、挙動を表示するListBox、そしてCoin/Passそ

れぞれの事象を発生させる2個のButtonを配置しました

（図2）。“キモ”を抜粋したコードがリスト1です。メソ

ッド「drive」が二重のswitch文になっているのが見て取

れることと思います。

……あっけないほどに簡単でした（図3）。見てくれが

できてしまえば、そこにコードを埋め込んでゲートシミ

ュレーションの体裁を整えるのにものの30分もかかって

いないんじゃないかしら。この程度ならMFC/C++でも

さほどの時間はかからなかったでしょうが、さらに凝っ

た見てくれに仕上げるとなるとコード量が増えてうんざ

りするのでしょう。さすがはRAD（Rapid Application

Development）環境です。

手軽にコードを書いて遊

べるその手軽さはビギナ

ーには特にウケがいいで

しょう。Visual Basicの

人気もうなずけます。

RAD環境の手軽さ、

それは誠に結構なことな

のですが、同時に僕は
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図1：状態と事象と動作の関係 図2：“ゲート”のインターフェイス

図3：“ゲート”実行中

RADの功罪




